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マシェイラのHello!五城目町 Hello Gojome,
I'm sad to tell you that I will be 
going home to America at the end 
of this month. Next month will 
be my last article.For students – 
thank you for being kind to me. 
I hope your next ALT is fun and 
kind. Gojome Townspeople – 
thank you for inviting me to events 
and making me feel like part of 
the community here. I'm happy I 
met you all! I'm thankful Gojome 
is now my home here in Japan 
and I look forward to visiting. If 
you visit America, please come to 
Washington State! It's beautiful 
and I'm sure you'll like it.
Here is a photo from my second 
day in Japan! I will always 
remember it as the beginning of 
my amazing time here in Japan.
Until next time.

　ハロー五城目！
　今月末でアメリカに帰国することに
なり、残念です。来月号が私の最後の
記事になります。生徒の皆さん、親切
にしてくださりありがとうございまし
た。次のALTも優しく楽しい先生であ
ることを願っています。町民の皆さん、
イベントに誘ってくださり、地域の一員
のように感じさせてくださってありがと
うございました。皆さんと出会えて本当
に幸せです！五城目町は私の日本での
ふるさとで、また訪れることを楽しみに
しています。アメリカにいらっしゃる際
はぜひワシントン州に来てください！と
ても美しいので、きっと気に入っていた
だけると思います。
　これは日本滞在２日目の写真です！
日本での素晴らしい時間の始まりとし
て、いつまでも記憶に残るでしょう。
　では、また。

五城目で過ごす最後の月

アメリカ合衆国ワシントン州出身。
2024年７月29日から、町の外国語指
導助手（ALT）に着任しました。

Michealea  Lemons
(マシェイラ・レモンズ)

□□ □□（１年）
　先生の指示に従って避難すること
ができました。地震はいつ起こるか
わからないので、その場にあった行
動をしたいです。周りをよく見て安
全に避難することを意識できたので
実際に起こった時に今回学んだこと
を生かしたいです。

□□ □□（２年）
　いついかなる時に自然災害が起こ
るかわからないため、冷静に判断し
て自分の身を守ることが大切だと感
じました。先生の指示に従う際は、

話をよく聞き、速やかに行動できる
よう心がけていきます。

□□ □□（３年）
　先生の指示に従い、迅速に行動で
きました。今回は教室にいたので机
の下に入ることができましたが、実
際はいつ、どこで起こるか分かりま
せん。そのため、日頃から意識して
生活をしていきたいと思います。ま
た、消火器の手順についても再確認
できたため、もしもの時に備えてお
きたいです。

　５月27日、町消防本部の協力を得て避難訓練を実施しました。震度６強の地
震発生後にボイラー室で火災が起きたという想定で、全校生徒は生徒昇降口前
のロータリーへ避難しました。訓練を通して、実際の災害を想定した行動の大切
さを再確認しました。その後、消防署員の指導のもと、水消火器を使った消火活
動を体験しました。生徒たちの避難訓練の感想をご紹介します。
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7 月 の 予 定

8日㈬～20日㈪
　　　　　�全国高等学校野球選手権

秋田大会（甲子園予選）
22日㈬～８月20日㈭　夏季休業　
　　　�～24日㈮　夏季補習�
27日㈪～30日㈭
　　　　あきた総合文化祭　新聞部門
31日㈮　中学生体験入学

６月23日、本町で実施される「JICA海外協力隊グロー
カルプログラム」で活動する３名の候補生を、地域お
こし協力隊インターンに委嘱しました。
この事業は、令和６年10月に本町と独立行政法人国
際協力機構（JICA）との間で結ばれた連携協定に基づ
くもので、全国初の取り組みです。海外協力隊候補生
が任国への派遣前に国内で行う研修を、自治体と連携

して行うことで、国際協力の推進や町の振興、多文化
共生社会の実現などを目指します。なお、これまでの
本町での候補生受け入れは５度目、連携協定締結後は
３度目となります。
今回の候補生は、協力隊インターンとして８月25日
までの約２か月半にわたり活動する予定です。

太
お お た

田 周
しゅうさく

作さん（埼玉県出身・41歳）
【派遣国】カンボジア
【趣味／特技】
３Ｄプリンターでのものづくり、ボルダリ
ング、自転車整備、プラネタリウム投影

【活動に向けてひとこと】
様々な活動を通じて、皆さまと交流を深
められることを楽しみにしております！

大
おおにし

西 拓
た く や

也さん（大阪府出身・26歳）
【派遣国】ボツワナ
【趣味／特技】
海外旅行、トレーニング

【活動に向けてひとこと】
五城目町の魅力を発見し、現地の
方々と出会い交流できることを楽
しみにしています！

橋
はしもと

本 珠
た ま な

和さん（大阪府出身・24歳）
【派遣国】ペルー
【趣味／特技】
ソフトボール、旅行、料理

【活動に向けてひとこと】
私にとって初めての秋田県！
町の皆さまと素敵な時間を過ごせる
ことを楽しみにしております！

３名のJ
ジ ャ イ カ

ICA海外協力隊候補生を地域おこし協力隊インターンに委嘱

【 JICA海外協力隊候補生の３名をご紹介します 】

情熱をステップに乗せて
松  田　渉

わたる

さん
（五城目高等学校１年・畑町）

42

  小学１年生の頃、友人に誘われたことをきっかけに
社交ダンスを始めた松田さん。
　現在は八郎潟町にある伊藤ダンススポーツクラブ
に所属し、競技会での活躍を目指して練習に励んで

います。
　ジュニア時代（中学校１年
～３年）はラテンとスタン
ダードの両種目に出場してい
ましたが、現在はラテン種目
に力を入れています。「ラテ
ンは素早くキレのある動きが
かっこよく、その魅力に惹か
れました」と話す松田さん。
　日頃の練習では、プロ選手
や指導者の動きを研究し、自

分の表現として身に付けられるよう意識しています。
　高校生となりジュニア部門を卒業した松田さんに
とって、今年開催された「2026年前期全秋田ダンス
選手権大会」は特に印象に残る大会となりました。
　初めて大人の選手と競い合う大会で緊張しながら
も、アマチュアＤ級ラテンで４位入賞を果たしました。
　松田さんは、「高校生になりジュニアを卒業し、大
人と一緒に競い合う初めての大会でとても緊張しま
したが、４位入賞する事ができて嬉しかったです」と
振り返ります。
　現在は、秋に開催される後期全秋田ダンス選手権
大会での優勝を目標に掲げています。「優勝できるよ
う、これからも練習を頑張ります」と力強く話してい
ました。華麗なステップに磨きをかけながら、松田さ
んはさらなる高みを目指します。


